
PRESS RELEASE

報道関係者各位

2026年10月1日

京都橘大学

【計２枚】

京都橘大学（京都市山科区、学長：岡田知弘）は、2026年10月8日（木）、株式会社りそな銀行

（大阪市中央区、代表取締役社長：千田一弘、以下(株)りそな銀行）と連携し、本学4回生を対象とした

関西企業との人材マッチング企画「ワンデイ座談会」を開催します。

本企画は、(株)りそな銀行が展開する人材紹介事業の一環として、京都橘大学と関西の

地場企業をつなぐ試みです。企業の事業戦略と、学生一人ひとりの専門分野や興味・関心、

価値観を結び付け、従来の求人条件を中心とした採用活動とは異なる、人材マッチングを

目指します。(株)りそな銀行が、同様の人材マッチング企画を大学と実施するのは、今回が

初めてとなります。

関西には、長い歴史のなかで培われた技術や文化、独自の事業を受け継ぐ数多くの中小

企業が存在する一方、後継者不足や人材確保が大きな課題となっています。そこで、地域

企業の経営課題や人材ニーズを把握する(株)りそな銀行と、学生のキャリア形成を支援する

京都橘大学が連携し、地域企業と若者をつなぐ新たな出会いの場として実施します。

当日は、各企業による事業内容や新たな取り組み、若手人材に期待する役割についての

紹介に加え、学生と企業担当者による少人数のグループ面談を実施します。学生は事前の

ヒヤリングシートから興味のある事柄を選択し、企業に開示しているため、互いの価値観

や将来像への理解が深まり、条件面だけでは生まれにくい出会いを創出します。

京都橘大学と(株)りそな銀行は、本企画を通じて、学生の進路選択の幅を広げるとともに、

地域企業が自社の魅力や若手人材に託したい思いや信念、企業文化を次世代へ伝える機会

を創出します。

学生のキャリア形成、地域企業の成長、そして関西の産業と雇用の未来をつなぐ新たな

人材マッチングモデルの構築を目指します。

りそな銀行との連携による人材マッチング企画

「ワンデイ座談会」開催

－関西企業と大学生の出会いの場を創出－

●取材・内容についてのお問い合わせ先

京都橘大学広報課 担当：前川、石原 TEL：075-574-4112 E-mail：pub@tachibana-u.ac.jp

開催日時： 2026年10月8日（木）14：00～16：00

開催場所： 京都橘大学（京都市山科区大宅山田町34）アカデミックテラス8階 コモンズ∞th

14：00～14：05 本企画の趣旨説明

14：05～14：30 参加企業の紹介、新事業、若手人材に期待することなどをプレゼン

14：35～15：05 グループ面談①

15：10～15：40 グループ面談②

15：40～16：00 アンケート記入

■当日のプログラム



別紙

開催日時： 2026年10月8日（木）14：00～16：00

開催場所： 京都橘大学（京都市山科区大宅山田町34）アカデミックテラス8階 コモンズ∞th

対 象： 京都橘大学4回生（2027年3月卒業予定者）

参加企業： 株式会社りそな銀行の取引企業5社程度（予定）

株式会社 And Do ホールディングス、シライ電子工業株式会社、 

株式会社ピーエイコンサルタント、株式会社ビズフライト、株式会社プロディライトなど

実施内容： 参加企業による企業紹介、グループ面談、アンケート、今後の選考に関する案内

運 営： 京都橘大学、株式会社りそな銀行

■開催概要

●取材・内容についてのお問い合わせ先

京都橘大学広報課 担当：前川、石原 TEL：075-574-4112 E-mail：pub@tachibana-u.ac.jp

■本企画の特徴（人材会社との違い）

1．銀行のネットワーク、データベースを生かしたマッチング

(株)りそな銀行が、関西を支えている技術力や文化、テクノロジーといった各企

業の強みを整理し、「若手人材に期待する役割」を学生へ伝えます。表面的な求人条件

だけでなく、企業が今後どのような事業に挑戦し、そのなかで若手人材にどのような活

躍を期待しているのかを明確にします。

2．学生の伸びしろと価値観を重視

完成された人材を求めるのではなく、入社後1～3年程度で挑戦できる仕事を示すことで、

学生の現在の能力だけではなく、今後の成長可能性や企業との価値観の適合を重視した

出会いを目指します。

3．少人数の対話による相互理解

学生と企業の社員による少人数のグループ面談を行います。学生と企業が直接対話

することで、企業の事業や働き方、仕事に対する考え方について理解を深めます。

■本企画のコンセプト

１．地域企業の強みと学生の専門性、価値観をつなぐ人材マッチング

２．学生の進路選択の幅を広げるとともに、企業の将来を担う人材との出会いを創出

３．企業説明会では得られない双方向の対話を通じて、企業と学生の相互理解を促進

４．地域企業・学生・大学・金融機関が共創するプロジェクト
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